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昭　和　50　年　度

決　算　報　告

歳
出
総
額
　
五
十
二
億
六
千
七
百
三
十
七
万
七
千
円

前
年
度
比
　
二
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

昭
和
五
十
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

決
算
が
、
昨
年
十
二
月
の
定
例
議
会
で
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
予
算
が
「
ス
タ
ー
ト
」
な
ら
、

決
算
は
そ
の
年
度
を
し
め
く
く
る
「
ゴ
ー
ル
」

で
す
。
こ
こ
に
、
昭
和
五
十
年
度
の
決
算
報
告

を
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
決
算
額

は
、
五
十
二
億
六
千
七
百
三
十
七
万
七

千
円
で
、
予
算
現
額
五
十
四
億
一
千
五

万
四
千
円
に
対
し
、
そ
の
比
率
は
九
七

・
四
㌫
で
す
。

ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
、
五
十
三
億

一
千
七
百
四
十
七
万
二
千
円
で
、
予
算

現
額
に
対
す
る
比
率
は
九
八
・
三
㌫
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
歳
入
歳
出
差
引
き

歳
入
不
足
額
五
千
六
百
八
万
五
千
円
（

事
故
繰
越
額
五
百
九
十
九
万
円
を
含
む

）
を
生
じ
、
翌
年
度
歳
入
繰
上
げ
充
用

金
で
歳
入
不
足
を
補
で
ん
し
た
も
の
で

す
。

五
千
六
百
万
円
を

翌
年
度
よ
り
補
て
ん

五
千
六
百
八
万
五
千
円
を
翌
年
度
歳

入
よ
り
繰
上
げ
充
用
を
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
原
因
は
、
事
業
量
の
増
大
、
退

職
勧
奨
に
係
る
退
職
金
の
支
払
い
な
ど

複
雑
な
要
素
に
よ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。ま

た
、
最
近
五
カ
年
の
一
般
会
計
の

財
政
規
模
の
推
移
を
み
る
と
、
毎
年
度

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
五
十
年
度
は
前

年
度
に
比
べ
て
二
六
・
五
㌫
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

51．3．31現在　人目24，264　世帯7，212

町民の　税　負　担

税　 目
1　 人 1 掛 軒

当 ‾　り
亘　 り

町 民 税
円 円

8 ，0 95 27 ，2 34

固　 定 円 円

資 産 税 6 ，129 20 ，6 20

た ば こ 円 円

消 費 税 1 ，812 6 ，0 97

電 気 税
円 円

84 0 2 ，8 25

特別土地 円 円

保 有 税 829 2 ，7 90

軽　 自 円 円

動 車 税 204 68 7

合　 計
円 円

17 ，9 09 60 ，25 3

歳 入
財　産　　収　　入

県　支　　出　　金

分担金及び負担金
自動車取得税交付金
自動車重量譲与税
繰　　　入　　　金

交通安全対策
特別交付金

国庫支出金
16億3，035ガ3千日

52億6，737万

7千円

町　一　俵

12億4，770万円

使用料及び手数料
8，832万3千円

繰越金
9，416万7千円

諸収　入
7億86万円

地方交付税
8億6，657万針千日

歳 出
労側「費1億3，550万4千円
消防　費　　8．647万8一一円
諸会費　　7，621万8千円
農林水産業費3，325万8千円
諸支出金　1，456ノ丁7千円

商工　費　　　964万2丁・円

土　木　費

21億2．728／16千円53億1，747万

2千円

教　育　費

14億113万4干ｌＨ

衛生費
Ｉｌ1億9，161万4千円

公債費
1億9，334万8千円

災害復旧費
3億3，190万5千日

総務．費　、　▲
4億156万2千円

、．．、「・

．ノ
ｔ
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原
水
購
入
費
が

大
幅
な
増
加

昭
和
五
十
年
度
水
巻
町
水
道
事
業

は
、
昭
和
四
十
九
年
度
末
の
累
積
欠
損

金
五
千
三
十
二
万
円
、
一
時
借
入
金
九

千
五
百
万
円
を
引
き
つ
ぎ
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
特
に
五
十
年
度
は
当

初
よ
り
赤
字
予
算
で
出
発
し
ま
し
た

が
、
少
し
で
も
累
積
赤
字
を
解
消
す
べ

く
企
業
努
力
を
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
最
終
的
に
は
収
益
的

収
支
で
一
千
七
百
四
十
万
円
の
赤
字
と

な
り
、
資
金
操
作
上
や
む
を
得
ず
一
時

借
入
金
二
千
五
百
万
円
を
借
入
れ
、
支

出
に
充
当
し
運
営
い
た
し
ま
し
た
が
、

、

こ
れ
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
．
四

十
九
年
度
末
の
一
時
借
入
金
に
、
さ
ら

に
二
千
五
百
万
円
を
加
え
た
一
億
二
千

万
円
を
五
十
一
年
度
に
引
き
つ
ぐ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
最
大
の
原
因

は
、
北
九
州
市
が
五
十
年
十
月
か
ら
分

水
単
価
を
一
平
方
㍍
当
り
三
十
三
円
か

ら
六
十
九
円
に
引
上
げ
た
た
め
で
あ
り

ま
す
。原

水
購
入
費
一
億
一
千
二
百
九
十
七

万
八
千
円
は
前
年
度
（
七
千
六
百
六
十

一
万
六
千
円
）
に
比
べ
、
三
千
六
百
三

十
六
万
二
千
円
（
四
七
㌫
）
の
大
幅
な

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

分
水
単
価
の
改
訂
に
よ
る
増
加
鶴
は

三
千
三
百
九
十
四
万
九
千
円
で
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
単
年
度
収
支
の
赤
字

の
主
な
原
因
は
、
分
水
単
価
の
大
幅
な

引
上
げ
に
よ
る
も
の
で
す
。

保
　
険
　
給
　
付
　
費

歳
出
総
額
の
九
一
㌢
ト
ｌ

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の
決
算
状

況
は
、
予
算
現
額
二
億
八
千
十
六
万
六

千
円
で
、
こ
れ
に
対
し
、
歳
入
二
億
六

千
五
百
九
十
二
万
二
千
円
、
歳
出
二
億

七
千
二
百
二
十
五
万
六
千
円
で
、
歳
入

歳
出
差
引
歳
入
不
足
額
六
百
三
十
三
万

四
千
円
。
こ
の
た
め
翌
年
度
歳
入
繰
上

充
用
金
、
六
百
三
十
三
万
四
千
円
で
歳

入
不
足
を
補
て
ん
し
た
。

歳
入
は
予
算
現
額
に
対
し
て
九
四
・

九
㌫
、
調
定
額
に
対
し
て
九
六
・
七
㌫

の
収
入
率
で
あ
り
、
前
年
度
に
比
較
す

る
と
五
千
三
十
六
万
円
の
増
加
と
な
っ

∵
「

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
国
庫
支
出

金
の
増
加
に
よ
る
も
の
と
、
な
お
、
運

用
と
し
て
基
金
よ
ヶ
六
百
三
十
万
円
を

繰
り
入
れ
た
も
の
で
す
。

保
険
税
の
調
定
額
に
対
す
る
収
入
率

は
八
八
・
八
㌫
で
前
年
度
八
八
㌫
に
比

較
す
る
と
〇
・
八
㌫
上
昇
し
て
い
ま
す

収
入
未
済
額
は
前
年
度
に
比
較
し
、

百
九
十
万
八
千
円
増
加
し
て
い
る
。

歳
出
は
予
算
現
額
に
対
し
て
九
七
・

二
㌫
の
執
行
率
で
、
支
出
済
額
を
前
年

度
と
比
較
す
る
と
五
千
六
百
七
十
六
万

九
千
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
で
あ
っ

て
、
二
億
四
千
七
百
八
十
二
万
七
千
円

が
支
出
さ
れ
、
歳
出
総
額
の
九
二
㌫
を

占
め
て
お
り
、
前
年
度
給
付
費
一
億
九

千
三
百
七
十
万
五
千
円
に
比
較
し
て
五

千
四
百
十
二
万
一
千
円
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

農
業
共
済
事
業
会
計
の
決
算
状
況
は

予
算
現
額
六
百
五
十
六
万
一
千
円
で
、

こ
れ
に
対
し
、
歳
入
四
百
八
十
七
万
四

千
円
、
歳
出
四
百
二
万
一
千
円
で
、
歳

入
歳
出
差
引
八
十
五
万
三
千
円
か
ら
基

金
繰
入
額
三
十
六
万
円
を
差
引
い
た
四

十
九
万
三
千
円
が
翌
年
度
へ
繰
越
さ
れ

て
い
ま
す
。

歳
入
は
予
算
現
額
に
対
し
七
四
・
三

㌫
、
調
定
額
に
対
し
一
〇
〇
㌫
の
収
入

率
で
す
。

本
年
度
収
入
済
額
を
前
年
度
収
入
済

額
と
比
較
す
る
と
、
三
十
五
万
五
千
円

の
滅
と
な
っ
て
お
り
、
な
お
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
本
年
度
は
百
五

十
万
円
で
す
。

（3）

昭和50年度

水　道　事　業　会　計　決　算
収益的収．入及び支出

収　入　　　　　　　　　　　　　（単位千円）
区　　　　　　　　　　　　　 分 予　 定　 案貢

水 道 事 二葉

収　　　　 益

1台0 ，8 0 3

給　 水　 使　 用　 料 1 4 2 ，2 1 1

受　 託　 工　 事　 収　 益 2 ，6 8 9

負 担 金 及 び 交 付 金 8 ，8 1 0

そ　 の　 他　 の　 収　 益 1 ，4 9 9

受　　 取　　 利　　 息 5 8 5

そ　 の　 他　 の　 収　 入 9

一 般 会 計 補 助 金 2 5 ，0 0 0

水 道 事 業 費 1 9 8 ，2 1 2

原　 水　 購　 入　 費 1 1 2 ，9 7 8

給　 水　 管　 理　 費 1 8 ，7 7 8

総　　　 係　　　　 費 3 2 ，9 8 6

受　 託　 工　 事　 費 2 ，5 7 9

資　 産　 減　 耗　 費 1 1 0

減　 価　 償　 こ印　 費 8 ，4 1 1

そ の 他 の 営 業 費 用 1 ，0 9 5

支　　 払　　 利　　 息 2 1 ，2 7 5

予　　　　 備　　　　 費 0

資本的収入及び支出
収　入　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）

区　　　　　　　　　　　 分 予　 定　 額
資 本 的 収 入 15 ，978

国　 庫　 支　 出　 金 8 ，878

企　　　　 業　　　　 債 7 ，100

．資 本 的 支 出

1

2 2 ，6 5 8

鉱　 害　 復　 旧　 事　 業 ． 9 ，9 7 6

新　 設　 改　 良　 費 6 ，0 5 0

財　 産　 購　 入　 費 1 ，5 8 1

企 業 債 慣 還 元 金 5 ，0 5 1

国民健康保険事業決算



図書館を

ご利用ください

町
教
育
委
員
会
で
は
、
政
治
・
経
済

か
ら
趣
味
の
本
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
図
書

を
そ
ろ
え
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
内
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▽
利
用
時
間

。
月
曜
日
～
金
曜
日

8
時
3
0
分
～
1
7
時

。
土
曜
日
　
8
時
3
0
分
～
1
2
時

。
日
曜
へ
祝
祭
日
は
休
館

▽
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館
二
階

▽
新
刊
案
内

宗
教
を
現
代
に
問
う
（
毎
日
新
聞

社
）
、
死
に
か
け
た
日
本
語
、
夢
魔

（
戸
川
昌
子
）
、
日
本
民
話
4
0
0

遠
、
和
英
文
学
レ
タ
リ
ン
グ
（
古
沢

恒
敏
）
、
謎
の
苗
代
王
朝
　
（
高
橋

洋
）
、
眠
れ
る
本
（
阿
部
亨
）
、
手

相
と
人
相
、
媒
約
人
全
書
、
日
本
民

謡
と
踊
り
万
（
永
田
義
置
）
、
氷
柱

（
多
岐
川
恭
）
、
珊
瑚
樹
の
殺
人
（

斉
藤
栄
）
、
御
神
火
殺
人
事
件
（
大

谷
羊
太
郎
）
、
死
体
消
滅
（
山
村
正

夫
）
、
ト
ラ
ン
プ
遊
び
1
0
0
種
、

逆
転
の
名
言
（
近
藤
唯
之
）
、
髪
結

の
亭
主
（
三
浦
朱
門
）
、
母
（
高
田

好
胤
）
、
ど
っ
こ
い
シ
ョ
　
（
遠
藤
周

作
）
、
遠
い
風
近
い
風
（
瀬
戸
内
晴

美
）
、
虚
構
の
城
（
高
杉
良
）
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町
の
火
消
し
は
引
き
受
け
た
／

■

四
力
町
の
消
防
団
が
勢
ぞ
ろ
い

一
月
九
日
、
遠
賀
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
に
多
数

の
来
賓
を
迎
え
、
遠
賀

郡
四
町
合
同
出
初
め
式

が
は
な
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

四
町
が
合
同
で
行
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
今

年
で
四
回
目
、
こ
の
日

は
郡
四
町
の
消
防
団
員

に
、
郡
の
消
防
署
員
が

加
わ
り
、
小
隊
訓
練
や

ポ
ン
プ
操
法
な
ど
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
ひ

ろ
う
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
式
上

で
、
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
功
績
の
あ

っ
た
か
た
た
ち
に
対
し

て
次
の
と
お
り
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
消
防
協
会
長

精
績
葦
　
原
　
福
次

福
岡
県
知
事
表
彰
　
永
沢
信
夫

福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

金
烏
簾
　
水
巻
町
消
防
団

消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

樋
口
弘
、
入
江
雅
人

消
防
団
長
表
彰

田
中
義
一
、
西
京
一
、
安
部
茂
樹
、

塩
田
喬
、
石
塚
博
明
、
越
智
勝
良
、

輪
作
洋
介
、
宮
崎
開
造
、
山
本
盛
三

郎
、
小
野
寺
和
夫

永
年
勤
続

3
5
年
　
川
島
　
弘

1
5
年
　
塚
本
誠
、
立
山
博
清
、

佐
藤
高
昭

1
0
年
　
山
下
高
史
、
城
戸
紀
尚

荒
巻
和
明

優
良
団
員
　
名
倉
日
出
男
、
八
木

隆
一
、
坂
口
健
二

堂
々
と
分
列
行
進
を
行
う
水
巻
町
消
防
団

（
敬
称
略
）

防
火
消
防
施
設
宣
伝
の
普
及

改
善
功
労
者

山
下
勝
、
中
本
昭
彦
、
入
江
政
之
、

野
添
晴
也

福
岡
県
民
火
災
共
済
協
会

理
事
長
表
彰
　
水
巻
町
第
2
分
団

無
料
調
停
相
談
会

▽
日
時
　
二
月
十
四
日
（
月
）
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▽
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館
（
水
巻
町

頃
末
）

▽
担
当
　
折
尾
簡
易
裁
判
所
、
調
停
委

員
、
裁
判
所
職
員

▽
相
談
内
容
　
土
地
、
建
物
に
関
す
る

問
題
、
金
銭
賃
借
、
物
の
売
買
に
関

す
る
問
題
、
交
通
事
故
や
公
害
に
関

す
る
間
題
下
　
家
庭
内
の
夫
婦
、
・
親

子
、
相
続
に
関
す
る
問
題
、
そ
の
他

1
莱
相
談
内
容
に
づ
い
て
は
一
切
秘
密
が

1

1

も

1

守
ら
れ
ま
す
。

．

1

°

　

　

　

　

ヽ

∵
ｒ

ｒ
ご
　
際
臣
際
臥
臥

母
と
子
の
集
い

（
母
子
世
帯
研
修
会
）

遠
賀
郡
母
子
会
と
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
母
子
家
庭
の
生
活
の
向
上
と

児
童
の
健
全
育
成
を
目
指
し
、
次
の
と

お
り
母
子
研
修
会
を
開
き
ま
す
。

研
修
会
は
、
「
父
親
の
い
な
い
子
ど

も
の
し
つ
け
」
と
「
母
子
家
庭
の
た
め

の
福
祉
制
度
に
つ
い
て
」
　
の
お
話
し

と
、
親
子
ポ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
有
意

義
な
楽
し
い
集
い
で
す
。

参
加
希
望
の
か
た
は
、
二
月
十
日
ま

で
に
町
老
人
児
童
課
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。参

加
費
は
無
料
で
す
が
、
参
加
人
員

に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
早
目
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◇
研
修
日
時
　
2
月
2
0
日
午
前
9
時
～

◇
会
場
　
折
尾
ス
タ
ー
レ
ー
ン
　
（
西

鉄
、
市
営
バ
ス
、
折
尾
警
察
署
前
下

草

）

　

　

　

　

－

ゼ

1

、

㊥
中
食
、
お
や
つ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

の
賞
品
な
ど
は
、
主
催
者
で
用
意
し

て
い
ま
す
。
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新
成
人
お
宅
と
う
ー
。
　
で
島
れ
て
二
ｈ
㌃
っ
た
新
成
人

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
。
水
巻
町
　
を
町
民
会
館
に
迎
え
て
、
祝
福
い
た
し

新成人おめでとう．／

成人としての萌一歩を慎重に

あでやかな振り柚で参加した新成人。なつかしい友だちとの再

会で、はなしがはずんでいました。

ま
し
た
。

今
年
の
町
内
の
成
人
該
当
者
は
三
百

八
十
九
名
で
、
こ
の
う
ち
約
半
数
の
二

百
名
が
参
加
。
成
人
該
当
者
の
皆
さ
ん

に
招
待
状
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
九

時
半
こ
ろ
か
ら
、
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま

り
、
開
会
前
に
は
な
つ
か
し
い
友
だ
ち

の
顔
を
見
つ
け
て
は
、
学
生
時
代
の
想

い
出
は
な
し
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
式
で
は
、
町
長
を
は
じ
め
と

す
る
人
生
の
諸
先
輩
の
、
お
祝
い
と
は

げ
ま
し
の
こ
と
ば
や
、
こ
の
日
の
記
念

講
演
で
あ
る
、
音
成
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
教
育
研
究
所
々
長
・
育
成
彦
姶
郎
氏

の
「
現
代
に
生
き
る
若
者
の
イ
メ
ー
ジ

を
求
め
て
」
の
講
演
に
、
成
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
慎
重
に
踏
み
出
す
た
め
に

も
と
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
こ
の
日
出
席
し
た
女
性
の
大

半
が
振
り
袖
姿
で
、
式
を
一
層
あ
で
や

か
な
も
の
に
し
て
い
ま
し
た
。

・

．

ｔ

一

、
．
－
－
、
ミ
、
ト
、
、
、
「

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
　
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
一

た
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
　
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
ご

．
し

ネ

机　　　猪熊前田

お

　

古

賀

区

ｌ

　

　

机上
二

林
住
宅

故
中
谷
苦
之
進
殿

故
伸
谷
ノ
ブ
子
殿

故
斉
藤
　
鎮
恕
殿

故
片
山
　
貞
一
殿

故
河
村
　
　
主
殿

故
辻
　
　
テ
ィ
殿

中
谷
　
直
行
殿

仲
谷
　
　
登
殿

斉
藤
　
良
子
殿

片
山
　
　
清
殿

河
村
須
磨
子
殿

辻
　
　
義
征
殿

寒さと高血圧
寒
さ
が
き
び
し
く
な
っ
て
く
る
と
、

脳
卒
中
や
心
臓
病
、
ま
た
、
こ
れ
に
つ

な
が
り
の
深
い
高
血
圧
な
ど
の
循
環
器

疾
病
息
が
多
発
し
ま
す
。

健
康
な
体
を
保
つ
た
め
に
も
日
頃
か

ら
規
則
正
し
い
生
猫
を
送
り
ま
し
ょ

，

ノ

0

日
常
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

。
積
極
的
な
か
ら
だ
つ
く
り

。
合
理
的
な
食
生
活

。
酒
と
た
ば
こ
は
ひ
か
え
め
に

。
ふ
ろ
は
ぬ
る
め
の
場
に
ゆ
っ
く
り
と

。
風
を
防
ぎ
部
屋
を
あ
た
た
か
く

。
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を

。
く
よ
く
よ
せ
ず
に
の
ん
び
り
と

福岡県最低賃金

福岡県で適用される最低賃金は、下表の
とおりです。県内の事業所では、この最低
賃金より低い貸金で労働者を雇用すること
はできません。

次のことがらに注意してください

★「1日」とは、あなたの事業所で定めら
れている1日の所定労働時間（早出・残
業などの時間外労働を含まない労働時間
のことです。

★　㊨とは、1日の所定労働時間があなた
の事業所の一般労働者の所定労働時間よ
り短い者にまた㊥とは賃金の大部分が時
間によって定められている者に適用され
る1時間単位の最低賃金のことです。

★　※精皆勤手当　※通勤手当
※家族手当は最低賃金には含まれませ
′し，・

最 低 賃 金 の 種 類 効力発生日 最　 低　 賃　 金　 額

福 岡 県 辟 低 拝 金
51．11．11

1 日　 2，飢0円

（地　 、　 域 ） （㊨ ・㊥ 1時 間 25 5円 ）

確

聞

県

産

業

融

最

低

食 料 品 製 造 業 51．3．28
1 日　 2．0 70円

（⑫ ・㊥ 1時間 25 9円 ）

繊　 維 ・産　 業 5 1．12．30
ｌＨ　 2 ，270円

（㊨ ・㊥ 1時間 284円 ）

木材 ・短製品 製造業 5 1．12．3 0

1 日　 2 ，390円

（⑩ 、・㊥ 1時 間 29 9円 ）

ｌＨ　 2 ，240円

（㊨ ・㊥ 1時間 280円 ‾）

軽 装備聖 業
5 1．12．3 0

1 日 ．2 ，240円

（㊨ ・㊥ 1時 間 かＯｒ男

出　 版 ・ 印 刷 ．ｌ・

同　 関　 連　 凄　 薬 ，

ｌ（謄写 印刷 聖 驚 く）‘

5 1．12．如

ｌＨ　 2，叫 0円

（㊨ ・㊥ 1時 間 卸5円 ）

1 日　 2 ，2（将門

（㊨ ・㊥ 1時間 2 75円 ）

ゴ ム 製 品 製 造 業

、′

5Ｌ　3．2 8
1 日　 2 ，150円

（㊨ ・㊥ 1時間 26 9円 ）

窯 業 ・．土 石 製 品
5 1．3．2 8

1 日　 2 ，140円

（㊨ ・㊥ 1時間 2 68円 ）

貨

金

製 亀　　 造　　 業 1 日　 2 ，餉0円

（㊧ ・㊥ 1時 間 255日 ）

機 械 ・金 属 製 品等
51．3 ．28

1 Ｉ

1 日　 2 ，210円

（㊨ ・㊥ 1時 間 277円

製　　　 造　　 業 1 日　 2，100円

（㊨ ・㊥ 1時 間 263円）

卸 売 業 ・小 売 業
51．12 ．30

1 日　 2，．190日

（飲食店 を除 く） （㊨ ・⑩ 1時 間 274円 ）

自　動　 車 整 備 業

＼

51．3 ．28
1 日　 2，150円

（ｌ⑬ ・⑬ 1時 間 26別Ｉｌ）

（：注 ） 最 低 貨 魂 二つ し亘 の お寓 合 せ は 、 福 岡 労

働基準局又はもよりの労働基準監督署へ
どうぞ。、



…冊冊昭和52年1月25日　Ⅲ刷酬酬冊冊冊Ⅲ冊酬冊肌用腑冊広鞠』防舵戴き（6）

栄
　
養
　
教
　
室

◇
日
時
　
2
月
8
日
、
1
0
時
～
ｌ
Ｚ
時

◇
会
場
　
猪
熊
公
民
館

◇
指
導
内
容
　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
づ
く
り

・
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分
、
講
話
（
食
品
の

組
合
せ
）

・
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
、
栄
養
料
理

調
理
実
習

・
1
1
時
3
0
分
～
1
2
時
、
試
食
と
質
疑
応

答

◇
料
金
　
無
料

ご
み
は
決
め
ら
れ
た

場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う

ご
み
を
出
す
と
き
は
必
ず
決
め
ら
れ

た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

出
す
と
き
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

1
　
指
定
日
以
外
（
前
日
の
夜
も
）
に

は
出
さ
な
い
。
（
早
く
出
す
と
犬
が

袋
を
破
っ
て
食
い
荒
し
、
汚
な
く
な

り
ま
す
〕

2
　
指
定
日
の
当
日
、
午
前
8
時
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
必
ず
袋
に

入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う

ご
み
は
、
も
え
る
ご
み
と
も
え
な
い

ご
み
を
別
々
に
し
て
、
必
ず
袋
に
入
れ

て
指
定
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

2
　
月
　
の

心
配
ご
と
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
2
月
の

心
配
ご
と
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
2
月
7
日
、
1
8
日
、
2
6
日
、

時
間
は
い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▽
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

女
子
事
務
員
を
募
集

芦
屋
町
粟
屋
の
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
と
お
り
女
子
事
務
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
先
　
芦
屋
町
粟
屋
、
環
境
整
備

セ

ン

タ

ー

（

含

0

9

3

・

2

3

・

0

4

0

2

）

▽
月
収
　
7
万
5
千
円
、
賞
与
年
2

回
、
昇
給
年
1
回
、
各
種
保
険
、
退

職
金
制
度
あ
り
、
通
勤
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

写
真
一
葉
と
履
歴
善
一
通
を
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
面
接
日
を
通
知
い
た
し

ま
す
。計

量
管
理
強
調
月
間

2

月

1

日

～

2

8

日

2
月
は
計
量
管
理
の
強
調
月
間
で

す
。
正
し
い
取
引
き
が
行
わ
れ
て
こ
そ

商
店
の
信
用
が
増
大
し
ま
す
。
日
頃
か

ら
計
量
管
理
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ

，
つ
。

森
林
愛
護
運
動
．
′
、

ポ
ス
タ
ー
募
集

▽
図
柄
　
①
、
ポ
云
タ
ｔ
の
図
柄
は
自

由
、
特
に
森
林
愛
護
、
自
然
保
護
な

ど
の
思
想
の
高
揚
を
強
調
し
た
も
の

㊥
、
創
作
に
限
る
。

▽
応
募
資
格
一
般

▽
締
切
期
限
　
5
2
年
1
月
末
日

▽
送
付
先
　
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

2
－
7
砂
防
会
館
、
国
土
緑
化
推
進

委
員
会

▽
用
紙
　
画
用
紙
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
、

た
て
1
5
㌢
㍍
×
横
3
6
㌢
㍍
で
、
た
て

書
き
と
す
る
。

納

　

　

期

納
期
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。
税

金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

町
県
民
税

1

月

3

1

日

国
民
健
康
保
険
税

1

月

3

1

日

町　の　人　口

12月末現在（11月との比較）

人　口　　　24，674　　（÷107〕

男　　　11，948　　（＋　51）

女　　　12，726　　（＋　鶉）

世帯数　　　　7，317　　（＋　25）

2月のし尿収集予定

1日　頃末、猪熊

2日　頃末、猪熊

3日　唐熊県住、鯉口、猪熊

4日　垣添、緑風園、御輪地、車返し、猪熊

5日　中央区、吉田片山、猪熊、高松区、三

ツ頭区

7日　中央区、吉田川端通り、月夜待、吉田

商店街、吉田片山、ヌメリ石、吉田本

村、樋口

′へ8日　伊佐座、立屋敷、吉田県道筋、吉田大

橋、樋口

9日　吉田本村、下二、上二、下二町住、上

二町住、古賀

10日　机社宅、御輪地、机

12戌宵ノ下社宅、車返し、新生街、水巻中

下

14日　古賀区

15日　吉田団地、古賀区

16日　吉田団地、古賀区、頃末（6・11・14

区）、頃末（15・18・25区）、松栄荘

17日　吉田団地、鯉口区、頃末（6・11・14

区）、頃宋（15・18・25区）、松栄荘

美吉野

18日　吉田本村、伊佐座、下二、上二、鯉口

疎、猪熊町住、美吉野

19日　古賀県住

22日　み畢～
23日　みずほ、下二幼稚園通り、梅ノ木区

4日　下二幼稚園通り、梅ノ木区

5日　猪熊、樋口

猪熊、樋口

5　6　6　04　8　1　27　3　6　80　0　0　51　　1　　1　　19　9　9　96　6　6　6

匪
賊
折
警

Ｗ．一日、曜　在　宅

1月30日　　村　田　医　院　　内・児科

2月6日　　永　松　医　院　　耳鼻科

13日　　森　田　医　院　　内・児科

中　村　医　院　　内・児科

間は9時から17時まで、原則として往診はしません。

ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
藤
衛
　
門
　
口
」
編
集
　
水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
6
0
1

4

3

2

ム

　

ー

ロ

印

刷

　

冷

牢

田

印

刷

合

資

会

社


